
頻発する豪雨災害を踏まえた
河川のリスク

神戸大学都市安全研究センター
大石哲



西日本豪雨の全体像
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岡山県倉敷市 
真備町 

西日本豪雨における 
災害について
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土地利用変遷　芳村ら（2018）より
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天井川

堤防の上に立つと二階建ての家の屋根が下に見える



国土交通省資料より



浸水 
の文字による 
間違ったイメージ



津波だと思った方がよい



朝日新聞　てんでんこ　2018年8月31日朝刊



川の弱点の一つ









小田川合流点

高梁川河川整備計画より



小田川合流点

高梁川河川整備計画より

これら赤字の対策をして

この青い部分の河川容量不足を 
解消してから



小田川合流点

高梁川河川整備計画より

これら赤字の対策をして

この青い部分の河川容量不足を 
解消してから こちらの河川対策を実施する



揖保川の場合



姫路河川国道事務所HP 
揖保川流域懇談会資料より

揖保川水系河川整備基本方針より



姫路河川国道事務所HP 
揖保川流域懇談会資料より

揖保川水系河川整備基本方針より
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姫路河川国道事務所HP 
揖保川流域懇談会資料より



宍粟市の場合



姫路河川国道事務所HP 
揖保川流域懇談会資料より

揖保川水系河川整備基本方針より
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姫路河川国道事務所HP 
揖保川流域懇談会資料より
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揖保川　畳堤

�46投稿者非公開のブログより



パラペット堤にする前のイメージ
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パラペット堤のイメージ





都市化の進展の弊害
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• 過去の災害記憶は風化しやすい 

• 都市化などで新たな浸水リスクも増える
マイ防災マップ
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マイ防災マップの作成

2. 作業部会

3. まち歩き

4. まち歩きの結果を議論し 
マイ防災マップへ落とし込む

国土交通省資料より



マイ防災マップの作成

4. 5. 情報を入れたマイ防災マップを 
住民同士で確認

6. 防災訓練 
危険箇所の確認 

（宍粟市一宮町　曲里地区）

国土交通省資料より



まとめ
• 西日本豪雨のような災害は日本のどこでも起こりうる 

• 河川は弱いところからやられて，全体に被害をもたらす 

• 市街化によって水害に弱くなる場合もある 

• 流下能力図で現況能力はおおよそ理解できる 

• マイ防災マップの作成で現在の町の様子や，水害リスクも
把握できる




